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2.15.2. 教員業績概要 
職名： 准教授 氏名： 亀田 昌志 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
コンピュータシステム序論，コンピュータ入門 
(b) 研究科担当授業科目 
高性能計算特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 亀田昌志, 白川将寛, "画像のサブバンド符号化における尖度に基づいた帯域の最適分割", 画像電子学会誌, 
Vol.43, No.1, pp.3-12, 2014. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
該当なし 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 宮崎春彦, 亀田昌志, "一般化ガウス分布モデルを用いた最適帯域分割における符号化性能改善のための検証", 
電子情報通信学会技術報告, IE2013-27, pp. 7-12, 2013.7. 
2) 澤田明宏, 亀田昌志, "タブレット型 PC を用いた対話的な統合デッサン学習支援システムの開発", 電子情報通
信学会技術報告, IMQ2013-10, pp. 25-30, 2013.7. 
3) 鶴崎裕貴, 亀田昌志, "Total Variation 正則化を用いた単一画像の超解像における画質改善", 電子情報通信学
会技術報告, IMQ2013-11, pp. 31-36, 2013.7. 
4) 宮崎春彦, 亀田昌志, "画像のサブバンド符号化における分布形状の類似性に基づく最適帯域分割", 2013 年画
像符号化シンポジウム（PCSJ2013）, P-2-02, 2013.11. 
5) 澤田明宏, 亀田昌志, "タブレット型PCを用いた対話的な学習支援システムにおける陰影学習評価手法の改善", 
2013 年映像メディア処理シンポジウム（IMPS2013）, I-4-13, 2013.11. 
6) 鶴崎裕貴, 亀田昌志, プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー, "複数の高周波画像の画素単位の組合せに
よる Total Variation 正則化に基づいた単一画像での超解像", 2013 年映像メディア処理シンポジウム
（IMPS2013）, I-5-01, 2013.11. 
7) 鶴崎裕貴, 亀田昌志, プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー, "Total Variation 正則化を用いた単一画像
の超解像 ～エッジの鮮鋭化による画質改善～", 電子情報通信学会技術報告, IE2013-97, pp. 13-18, 2014.2.
8) 川村和也, 亀田昌志, "ICA を用いた構造的分類に基づく静止画像符号化方式", 電子情報通信学会技術報告, 
IE2013-108, pp. 79-84, 2014.2. 
9) 宮崎春彦, 亀田昌志, "符号化レートに対応した信号分布の類似性に基づく画像の最適帯域分割", 電子情報通
信学会技術報告, IE2013-123, pp. 165-170, 2014.2.  
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10) 中村星玲名，亀田昌志, "曲線近似を用いた領域分類による image retargeting", 情報処理学会，第 76 回全国
大会，3R-7, 2014.3. 
11) 小林知愛，亀田昌志, プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー, "オブジェクトの自動抽出に基づいた裸眼観
覧時のアナグリフ画像における 2重像の軽減手法", 情報処理学会，第 76 回全国大会，4R-5, 2014.3. 
12) 加藤翔，亀田昌志, "二物体間における遠近の理解を目的としたデッサン支援学習の一検討", 情報処理学会，第
76 回全国大会，2S-3, 2014.3. 
13) 川村和也，亀田昌志, "ICA による画像の構造的分類に基づく視覚的妨害の低減を目的とした静止画像符号化方
式", 情報処理学会，第 76 回全国大会，2X-4, 2014.3. 
(e) 研究費の獲得 
該当なし 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
教育研究支援本部副本部長（入試・高大連携），入学者選抜試験検討会議，入試連絡調整会議，大学院入試連絡調
整会議，AO 連絡調整会議，高大連携推進委員会，オープンキャンパス連絡調整会議 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部入試幹事会 
(c) 学生支援 
文芸部顧問 
(d) その他 
いわて高等教育コンソーシアム単位互換・高大連携推進委員会 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
電子情報通信学会査読委員 
(f) その他 
該当なし 
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[主な業績］ 
【研究活動】 
１） タブレット端末を用いたデッサン学習支援システムの開発に関する研究 
【概要】絵画の習得を目的としたとき，そのための基礎的な要素としてデッサン学習が行われる．そのときの最も
直接的な方法は絵画教室に参加することであるが，時間・金銭の両面において困難な場合がある．そこで，デッサ
ンの過程におけるさらに基礎的なところに限定して，コンピュータを使用したデッサン学習のための支援システム
が開発された．このシステムでは，あらかじめ用意されたモチーフに対して正解画像を取得しておくことで，学習
者が描画している途中の段階においても正解との間で評価を行い，不正解であった場合には学習者のレベルに応じ
たガイドを表示する仕様となっている．しかしながら，先に開発されたシステムでは，鉛筆によって描画された用
紙について，スキャナを用いてシステムに読み込んだ後，ノイズ除去等の前処理を済ませてから評価を行う必要が
あったために，操作が複雑であったことと，学習時間の観点で問題が残されていた． 
 この問題を解決するために，本研究では，学習者がタブレット端末に直接描画したものに対して，評価を行い，
ガイドを提示できるシステムを開発した．紙に対する描画をタブレット端末へのペン入力に変更することを踏まえ
て，学習項目とその内容を i)モチーフの縦横比や対称性を評価するための比率，ii)光源に対する陰影の変化を 3 階
調化したときの境界線の位置と形を評価するための稜線の単純なものに限定した．また，評価後に提示するガイド
には，a)単純な正解/不正解，b)正解へと導くためのヒント，c)正解との比較の三つのレベルを用意し，学習者が自由
に選択できる設定とした．デッサン用の石膏モチーフである球，円柱，円錐を対象として，開発したシステムを用
いて学習評価実験を行った結果，すべての被験者が二つの学習項目の意味を正確に理解した上で，愉しみながら学
習することができたと回答した．以上の結果から，デッサンへの興味・関心を喚起し，さらなる学習のための意欲
向上というデッサン学習への導入を行うシステムとして，本研究で提案するシステムはその役割を十分に果たして
いるといえる． 
 
２） Total Variation 正則化に基づいた単一画像による超解像に関する研究 
【概要】異なる解像度をもつ様々な画像デバイスを用いて画像を表現する機会が増加していることから，同一画像
に対してその解像度を変換する画像処理が必要となる．特に，低解像度の画像を高解像度のものに変換する場合，
単純な画素の補間を行っただけでは，処理後の画像にボケ等の歪が発生する．このとき，高周波成分の補填を行い
つつ，画像のサイズを拡大する技術として超解像が開発されている．一方，画像の高周波成分に注目するとき，高
周波成分に対応するテクスチャと，それ以外の骨格と呼ばれる各成分に画像を分離する手法として，Total Variation
正則化がある．本研究では，Total Variation 正則化をベースとして，単一画像による超解像手法を提案する． 
入力画像に Total Variation 正則化を適用するとき，そのパラメータを変更することで，画像の輪郭や模様等にあ
たる異なる性質の高周波成分を有するテクスチャ画像を出力できる．提案手法では，与えられた異なるパラメータ
に対応する複数枚のテクスチャ画像を生成し，さらにそれらを組み合わせることにより，拡大画像生成の際の補填
に必要な高周波成分に対応するハイブリッドテクスチャ画像を作成する．また，別途生成された骨格画像にエッジ
検出フィルタを適用することで，高周波成分の補填が必要な画像中の領域を抽出する．最終的には，この処理によ
って求められた領域にハイブリッドテクスチャ画像の成分を加えることで超解像を実現する． 
提案手法では，異なる解像度をもつ同一コンテンツの原画像データを使用することで，4 種類のパラメータだけで，
補填に必要とされる十分な高周波成分を生成可能なことを明らかにした．また，高周波成分は構造的に異なる二つ
の成分に大別することができ，上述した 4 種類のパラメータの組み合わせを変更することで，これらに対応できる
ことがわかった．さらには，画像の構造とは異なる部分として，微細なランダムノイズを画像の平坦部分に付加す
ることで，拡大画像の質感が向上することが観測された．以上の検討を踏まえ提案手法を実画像へ適用した結果，
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偽輪郭やボケ等の画質劣化を改善しつつ，全体的なコントラストが向上する超解像結果を得ることができ，従来手
法と比較をした場合に，拡大画像の主観的画質を改善することができた． 
 
３） 画像のサブバンド符号化における帯域分割の最適化に関する研究 
【概要】サブバンド符号化は，入力信号を複数のサブバンドに分割した後，それぞれの信号に適した符号化を適用
することのできる画像の高能率符号化の一つである．サブバンド符号化の性能を改善する有効な方式は，入力画像
の特性に応じて，画像の 2 次元周波数領域を適切なサブバンドに分割することである．そのような手法として，サ
ブバンド数と符号化レートが指定された場合に，画質を最大とする観点において，入力画像に固有な分割パターン
と各サブバンドに適用する量子化器の組み合わせを決定する最適帯域分割が提案されている． 
 最適帯域分割は，サブバンド信号の特徴を表すパラメータを用いて，サブバンド内では各パラメータの距離がな
るべく近くなるように，サブバンド間では各パラメータの距離がなるべく遠くなるように，2 次元周波数領域上でク
ラスタリングを行う問題に置き換えることができる．従来の手法では，パラメータとしてサブバンド信号の信号電
力，あるいは尖度に着目した手法を開発してきた．しかしながら，実画像を用いて実験を行った結果，両パラメー
タを適用した手法による符号化性能の優劣は，画像の種類や符号化レートに対して異なっていたことから，これら
が最適帯域分割を導出するための唯一のパラメータとして定められることは困難であることがわかった． 
本研究では，サブバンド信号が量子化されたときに信号分布の形状が変化することに注目して，二つの信号間に
おいて求められる分布形状の違いを数値化した新しいパラメータを提案し，そのパラメータに基づいて分割パター
ンを決定する手法を提案する．自然画像のサブバンド信号が一般化ガウス分布で精度よく近似されることから，こ
の分布の形状を決定する二つのパラメータσとβからなる 2 次元座標平面を構築し，この座標上でのユークリッド
距離に相当する新しいパラメータεを定義する．入力画像が与えられたとき，パラメータεを用いたクラスタリン
グにより求められた最適帯域分割の符号化性能は，従来のパラメータによるものと比較して 0.5[dB]程度改善されて
いたことから，新たに提案したパラメータεの有効性が明らかになった． 
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職名： 講師 氏名： 松田 浩一 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
コンピュータシステム序論，ソフトウェア演習 A，ソフトウェア演習 C，システム演習 A，システム演習 B，システ
演習 C，メディアシステムゼミ A，メディアシステムゼミ B，卒業研究・制作 A，卒業研究・制作 B 
(b) 研究科担当授業科目 
コンピュータグラフィックス特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
学外の学生と研究についてディスカッションを行うことで，テーマを深く考えさせることを目的とし，全国から
ビジュアル情報処理系の研究室の学生が集まる「ビジュアル情報処理研究合宿」に参加させている．本合宿は，ポ
スター形式で 1時間の発表時間があり，特に 4年生にとっては初めての学外における発表機会で，関連分野の他の
学生との議論が非常に大きな刺激となっている．また，大学院生にとっても，他大学で研究されている内容を知り，
初めて見る内容について議論をするという良い機会となっている． 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
該当なし 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 工藤喬也, 松田浩一, "和太鼓の音響データにおける打撃時間の判定アルゴリズムの改善", 日本図学会, 東北
支部 2013 年度第 1回講演会, 2013.06. 
2) 及川遼介, 松田浩一, "ペンタブレットを用いた書字のリハビリ効果の評価支援システムの検討", 日本図学会, 
東北支部 2013 年度第 1回講演会, 2013.06. 
3) 杜紹春, 松田浩一, "非直角のトリックを用いた不可能モーション作成システム", 日本図学会 2013 年度秋季大
会, pp. 99-102, 2013.11. 
4) 仁昌寺沙紀, 松田浩一, 清家久美子, 海賀孝明, "センサを用いた舞踊の表現技能分析法に関する一検討", 電
子情報通信学会，HCG シンポジウム 2013, B-5-3, 2013.12. 
5) 工藤喬也, 松田浩一, 中里利則, "和太鼓リズムのズレ修正のためのリアルタイム提示による一考察", 電子情
報通信学会，HCG シンポジウム 2013, I-2-11, 2013.12. 
6) 荒井克仁，松田浩一， "踵運動の角速度に着目した歩行の安心度測定方法の一検討", 情報処理学会第 76 回全国
大会, 1ZE-3, 2014.03. 
7) 仙波 諒，松田浩一， " 歩行開始時の足底圧を用いた歩き出し動作に関する一検討", 情報処理学会第 76 回
全国大会, 1ZE-4, 2014.03. 
8) 照井智子，松田浩一， "作業療法士のための書字課題作成支援システム", 情報処理学会第76回全国大会, 1ZE-7, 
2014.03. 
 
9) 及川遼介，松田浩一， "ペンタブレットを用いた書字リハビリ効果の評価支援システムの提案", 情報処理学会
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第 76 回全国大会, 3ZE-2, 2014.03. 
10) 中屋敷恒，松田浩一， "筋電位の 2 値化による重筋作業の技能可視化についての一検討", 情報処理学会第 76
回全国大会, 1ZF-6, 2014.03. 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金 若手研究(B), "郷土芸能伝承のための連動に着目した技能の抽出・可視化に関する研究", 
2011～2013，研究代表者，800,000 円(2013 配分)． 
2) TMEJ 岩手工場,  "「作業／カンコツのデジタル化」を実現する手法の研究開発"，研究代表者, 1,000,000 円．
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 中屋敷恒, 松田浩一, 情報処理学会第 76 回全国大会, 学生奨励賞, 情報処理学会第 76 回全国大会, "筋電位の
2値化による重筋作業の技能可視化についての一検討"，2013.3. 
2) 荒井克仁, 松田浩一, 情報処理学会第 76 回全国大会, 学生奨励賞, 情報処理学会第 76 回全国大会, "踵運動の
角速度に着目した歩行の安心度測定方法の一検討"，2013.3. 
3) 松田浩一（応募代表者），経済産業省「社会人基礎力を育成する授業 30 選」，入選，2013.3. 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部戦略会議，学部教務委員会，キャリアデザイン TF 
(c) 学生支援 
テニスサークル顧問 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
社団法人 画像情報教育振興協会 協会委員 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
TMEJ 岩手工場共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
1) 画像電子学会 ビジュアルコンピューティング研究会 運営委員 
2) 日本図学会 東北支部 幹事 
3) 芸術科学会 論文委員 
4) 画像電子学会査読委員 
(f) その他 
該当なし 
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[主な業績］ 
【題目】歩行の評価方法に基づいたリハビリ効果の可視化法 
歩行訓練に対して行われるリハビリテーション効果の評価というのは理学療法士が臨床の際に効果を目で見て主
観で判断している．しかし，その判断要素の中で効果がどの程度であったか見るだけで分かりやすい評価要素と，
分かりづらい評価要素がある．そのため，目では見えづらい評価要素における歩行の変化をグラフや数値として見
ることによってリハビリの効果を定量的に見たいという要求がある．本研究では，感覚的に捉えている「歩行を見
ていて安心」する要素の検討とその数値化について取り組んだ．理学療法士 9 名にアンケートをとった結果から，
その要素の一つが，同じ動作を同じように繰り返せるか，という要素であることが分かった．本研究では，これを
「周期性」と呼び，踵運動の周期性に着目した 3 軸角速度無線センサによる踵運動の定量化手法を検討している．
センサを両踵に装着することで，歩行中に踵が周期的に行う 3 つの動作(着床の動作，蹴り出しの力具合，振り出し
時の踵の動作)を回転運動として計測する．計測結果に対して相互相関関数を用いることで，繰り返し同じ動作がで
きているか，という情報を数値として求めることができる．そして，その情報について，歩行過程全体を可視化す
る手法を提案した．提案手法によって，被験者の特徴が一覧できるようになり，リハビリ過程における変化が分か
りやすくなる可能性が示唆された． 
 
【題目】郷土芸能における技能の可視化法 
本研究では，連動に着目した技能の抽出可視化のために，（１）すり足動作の評価観点の抽出，（２）和太鼓学
習におけるリズム感の学習支援システム，に取り組んだ． 
（１）すり足動作の評価観点の抽出においては，熟練者と初級者の動きの違いが生まれる要因を明らかにするこ
とを目指した．動きの過程を取得するため，動きの変化量が取得可能な加速度センサを腰部に設置し実験を行った．
対象とした動作は，劇団わらび座における基本の舞の 1つである「腰の押し出し動作」である．実験結果より，足
と腰が動き出すと考えられていた箇所よりも前に，腰が動く時間が存在することが明らかとなった．動き出しに違
いが現れる要因を明らかにするため，足裏に圧力センサを設置し，足裏の加重変化と腰部の関係性の検証を行った．
これにより，熟練者は腰と足を同時に動かすために，動き出し部分よりも前の段階で，かかとから拇指球へ体重を
移動させ，準備を行っていたことが判明した．  
（２）和太鼓学習において，自身がリズムをつかんで演奏する必要があるが，自分よりも熟練度の高い人たちと
演奏することで，自分ができている，と錯覚してしまうことがある．本研究では，学習者本人が認識しているリズ
ムと実際の打撃リズムのズレを認識できるシステムの開発に取り組んだ．提案システムでは，指向性マイクで音を
拾い，基準音の時刻とのズレを自動的に判定し，リアルタイムに色による表示でズレ量を可視化することができる．
さまざまなレベルの被験者 7名に対して，実験を行ったところ，上級者はテンポからのズレがほぼなくズレが一定
であり，熟練度が下がることで，そのズレの量が増加し，ズレの量にも変動があることが分かってきた．また，リ
アルタイム表示することで，直しながら叩くことも可能であることが分かった．初心者が熟練者と一緒に叩くとき
は，初心者が熟練者に合わせる行為を無意識に行っているが，合わせるための仕掛けが視覚的に情報を与えること
による独習による自己改善の可能性が示唆された． 
  
